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誓■岬　二手う々な意見

釧
路
支
部
長
　
佐
藤
　
信
洋

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

皆
さ
ん
の
体
調
は
い
か
が
で
す
か
､
冬
は
寒
さ
が
厳
し

い
の
で
､
風
邪
な
ど
ひ
か
ぬ
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
｡

昨
年
は
､
各
部
会
の
行
事
で
お
忙
し
い
中
､
『
支
部
結
成

2
0
周
年
記
念
の
集
い
』
　
に
大
変
な
ご
協
力
を
頂
き
'
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡

式
典
は
綿
貫
釧
路
市
長
様
､
菅
原
釧
路
町
長
様
､
相
田

釧
路
保
健
所
長
様
初
め
多
数
の
ご
来
賓
､
そ
し
て
紫
病
連

本
部
の
小
田
代
表
理
事
､
釧
根
地
区
の
難
病
連
各
支
部
の

役
員
さ
ん
'
釧
路
地
区
の
各
部
会
の
役
員
･
会
員
の
皆
さ

ん
の
ご
出
席
､
ま
た
道
内
各
部
会
よ
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等

に
よ
り
ま
し
て
'
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し
た
｡
本
当
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
｡

ノ
t

護
内
容
な
ど
が
決
め
ら
れ
る
重
要
な
場
で
､

が
各
界
か
ら
だ
さ
れ
ま
し
た
｡
決
定
内
容
は

●

介
護
保
険
事
業
も
､
い
よ
い
よ

今

年

の

4

月

よ

り

ス

タ

ー

ト

し

ま

す
｡
釧
路
市
で
は
昨
年
1
月
に
｢
釧

路
市
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
市

民
委
員
会
｣
　
を
設
置
し
ま
し
た
｡

難
病
連
か
ら
も
､
私
が
委
員
の
一

人
に
委
嘱
さ
れ
､
現
在
ま
で
月
1

回
の
ペ
ー
ス
で
1
 
3
回
の
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
委
員
会
は
､
保
険
料
､
介

警　軒考,JIB

広
報
く
し

ろ
1
 
0
月
号
に
掲
載
の
通
り
で
す
｡
私
も
各
部
会
よ
り
出
さ

れ
ま
し
た
要
望
事
項
を
意
見
と
し
て
発
言
し
ま
し
た
｡
全

体
的
な
こ
と
と
し
て
は
､
初
め
て
の
事
業
で
あ
り
'
い
ろ
÷

い
ろ
な
問
題
点
は
'
実
施
し
て
い
く
中
で
出
て
く
る
も
の

と
思
わ
れ
る
の
で
､
今
後
'
見
直
し
て
い
く
し
か
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
｡

今
年
も
皆
さ
ん
と
励
ま
し
､
助

け
合
っ
て
難
病
連
の
活
動
を
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
｡

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
o
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2000年の幕が開きました｡使い年であるよう願い｢新年交流会｣を下

記の日程で行います｡体調を整えて､是非ご出席下さい｡

お待ちしています｡

記

日　時　: 2月5日(土)正午1 2時～午後2時

場　所　:釧路市福祉会館　3階小ホール(幸町9-1)

参加費　:2000円(お一人様)

アトラクション､

ゲーム等､内容盛り沢山ですよ! I

参加される方は､各部会に申し込みをして下さい｡

部会は､参加者を取りまとめ､ 1月30日までに

事務局(さわやか釧路: TEUFAX　25-2012)に連絡

して下さい｡

尚､釧路地域に部会が設立されていない会員の方
は､直接事務局(さわやか釧路)まで申し込み願
います｡

詳しい問い合わせは､事務局長渡部　Te1 53-3745

Fax　51-0413までお願いします｡
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しん
たが
11

月

29

目破
に

地発天雨励
をし侯､マ

県で
知全化厚ら

タ　を生い事国を

桂市温を
者市役が走道
を長所氷る庁

I:･警
励はに点
ま｢午下
すご後1.7の目1　要相'や各出

局　こ病ソんし(ん

し

ん長　と気ンば-カ

でと｣れ段メオご　本
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曇

悪

華

票
副
支
部
長

小
栗
　
恒
穂

｢
浮
木
さ
ん
､
お
疲
れ
さ
ま
｡
｣
　
難

病
対
策
の
拡
充
を
訴
え
て
マ
ラ
ソ
ン

で
全
国
一
周

o
o
血
を
走

仰
都
道
府
県
6
.
2

し
た
'
浮
木
和
雄
さ

道
庁
前
に
ゴ
ー
ル

病
患
者
を
励
ま
そ
う
と

難
病
患
者
日
本
1
過
激

2
5
日
冷
た
い

谷
岬

副
知
事
か
ら
激
励
の

1
 
2
月
2
6
日
に
は
東
京

と
面
会
し
､
難
病
対

語
し
た
｡

1
 
2
月
2
9
日
は
朝
'
苫
小

ト
L
t
　
最
終
ゴ
ー
ル
の

指
し
て
国
道
3
6
号
線

目
の
札
幌
は
最
高
気

度
の
真
冬
日
､
札
幌

4
時
3
0
分
に
到
着
､

苦
労
様
で
し
た
｣
　
と
息

を
全
行
程
支
え
た
3
人
の
伴
走
者

伊
藤
事
務
局
長
へ
　
佐
藤
真
吾
さ

-
ト
バ
イ
)
､
阿
部
重
宣
さ
ん

ラ
マ
ン
)
　
真
っ
黒
に
日
焼
け

と
た
く
ま
し
く
見
え
た
｡
｢
が

難
病
患
者
日
本
1
過
激
励
マ
ラ

は
全
国
難
病
患
者
､
家
族
に

闘
う
勇
気
と
希
望
を
与
え
た

し
よ
,
つ
.

滞
本
和
雄
さ
ん
､
伊
藤
事
務

寄
せ
書
き
に
サ
イ
ン

た
｡

最
終
ゴ
ー
ル
の
道
庁
前
で
は
各
地

域
の
難
病
連
関
係
者
ら
1
5
0
人
が

小
旗
を
振
り
　
｢
完
走
あ
り
が
と
う
｣

の
横
断
幕
と
熱
い
拍
手
で
出
迎
え
る

な
か
元
気
に
テ
ー
プ
を
切
っ
た
｡

滞
本
さ
ん
は
　
｢
全
国
各
地
で
難
病
患

者
や
家
族
ら
と
出
会
い
　
『
頑
張
っ
て

下
さ
い
』
　
と
激
励
さ
れ
皆
さ
ん
の
声

援
が
私
を
こ
こ
ま
で
運
ん
で
く
れ
た
｡

今
は
感
謝
の
二
ゴ
ロ
で
す
o
｣
　
と
白
い
息

を
吐
き
な
が
ら
挨
拶
し
'
1
　
段
と
大

き
な
拍
手
'
歓
声
が
上
が
っ
た
｡

北
海
道
庁
ゴ
ー
ル
ま
で
薄
本
さ
ん

佐
藤
真
吾
さ
ん
､
阿
部
重
宣
さ

当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
｡

ゆ
っ
く
り
静
養
し
て
く
だ
さ
い

苦

労

様

･

･

･

･

･

｡



よ0倒年
記念の集い

この度､支部設立20周年という節目にあたり､記念小冊子を作成いたしました｡数

量の関係から､会員皆様にお凍しできませんので､ここに抜粋､掲載をさせていただき

ますB

尚､お祝いメッセージ等は総数約50通ほどお寄せ頂きましたが､機関誌ページの関

係上割愛させていただきますo

又､内容の一部『20年の軌跡』につきましては､次号｢なんれんくしろ　29号｣に

掲載いたします

編集部

と　き　平成11年11月6日(土)

ところ　厚生年金釧路市福祉会館

(財)北海道難病連釧路支部

ー5-
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記念式典開会
黙祷
主催者あいさつ

プログラム

司　会　　渡部　小夜子

支部長　　佐藤　　信洋

財団法人北海道難病連　代表理事　　小田　　　隆

来賓ごあいさつ

祝電･メッセージ紹介

基調報告

感謝状･記念品贈呈
20周年･記念の集いアピール

記念式典閉会

市村　由紀子

岩崎　　洋子

上田　弘様､ ㈱藤プリント様

細川　　弥生

･記念講演

演　　題

『共に生きる』 ～自然･地域･仲間～

休　　　　　　憩

･アトラクション

･記念レセプション開会

･主催者あいさつ

･来賓ごあいさつ

･乾杯

･祝宴

･来賀ごあいさつ

･テーブルスピーチ

･アトラクション

･ 2 0周年記念の集い閉会のあいさつ

-6-

司　会　　尾崎　　友子

釧路市教育長　　山田　和弘　氏

『ひでちゃんず』

塁部霊　芝霊小芸孟　●

釧路レインボーマジッククラブ

小栗　　恒穂



ご　挨　拶

釧路支部長　　佐藤　信洋

(財)北海道難病連釧路支部は､昭和5 !1年5月6日に釧路市福祉会館で､
｢北海道難病連釧路地区連絡協議会｣として4 3名の患者･家族で結成され､

●今苦言… 0.豊富予芸墓墓誌tt:itbi†告[7海道釧路保健所.釧路市.釧路町
･鶴居村･釧路市社会福祉協議会をはじめとした医療･福祉行政の関係者､

医師･看護婦などの病院関係者､そして市民･町民･村民のみなさんなど多

くの方々からの温かいご支援･ご協力によりまして､今日を迎えることがで

きましたことを深く感謝し､御礼を申し上げますo

難病述釧路支部は治療法もなく原因も分からない病気を宣告され､社会?Jゝ

ら孤立し､悩み苦しんでいる患者や家族間のお互いの励ましあいと､助り合
いを基本とし､難病相談･難病集団無料検診･医穂講演会等を毎年実施して

きました｡

20年間の中で行ってきました､大きな活動･事業として

1, ｢第1 4回難病患者･障害者と家族の全道集会釧路大会｣の開催｡

千人の参加者
2,難病連加盟団体3 0団体の釧路根室地域の支部組/織結成に協力o

現在1 5団体

●　3.就労の場がない人のための､自立事業センター｢さわやか釧軌を設立I

4,通院送迎を目的として､通院介護支援センター｢さわやか通院介護｣ ,-1-

設立o

私たちは難病患者でありながらも､自分たちでできることは自分たちでや

るという､自立の精神を大事に､これからも活動していきたいと思っており

ます()

最後になりましたが､今回の｢20周年記念の集い｣行事にあたり､多く

の方々よりご協力を頂きましたことに対しまして､ TSく御FLを申し上げま｢｢

と共に､今後､ (財)北海道難病連釧路支部の活動のため､なお一層LT)ご支授

とこ協力をお願い申し上げますo

-71



北海道難病連釧路支部
設立20周年によせて

財団法人　北海道難病連　　代表理事　　小田　　隆

釧路支部の皆様､設立2 0周年おめでとうございます｡

釧路支部は､昭和5 4年に結成されました｡釧路支部が活動するこの道東地域は､各

地で早くから患者家族の交流が生まれており､釧路支部は､厚岸浜中､標茶弟子屈､阿

寒､根室､中横津､白糠音別の各支部と共に､地域に根ざした着実な活動を続けてきま
した｡各支部は互いに連絡を取り合い､合同レクリェ-ションや釧根地区の支部協蔑会

を毎年おこなっておりますc

毎孟宗黒雲雷雲霊芸^As若君bl､る諾認諾タカ冒諾謡だ篭慧覧芸志望●
抱える困果な状況を国会畿負に直接伝え続けています｡難病対策が充実し､一人ひとり
の患者が少しでも良い環境で療養できることを願いながら活動する皆さんの姿は､北海

道群病連に参加する多くの会員を励ますものとなっています.

北海道難病連は､昭和6 2年に釧路で｢第1 4回#病患者･障害者と家族の全道集会｣

を開催いたしました｡釧路支部を中心に道東各支部の協力体制は見事で､参加1 000

人を越えた大きな集会を成功させました｡この集会は､患者会の他に､医療スタッフ､

行政の方々､多くのボランティアの皆さんにも支えられ､この大きな支援が､その後､

難病に対する地域の理解を広げ､地域の患者会活動の大きな力になりました｡
私たちは､この全道泉会で､札幌､函館､旭川から専用の列車を走らせ全道各地から
一路､釧路に向かいました｡道東に生息する野鳥｢ェトビリカ｣号と名付けたこの列車

で､他方面から来た列車と途中の駅で感動の出会いを重ねましたC　道東支部役員の皆様

と地元の支接着の献身的な活動は忘れられません｡この全道集会で､私たちは､全道各

地で活動することの大切さと､各地の仲間が思いを一つにして集まり､私たち難病患者
の実態をアピールすることの意義をあらためて､心に刻みました｡

昨年から特定疾患医療費の一都自己負担が導入されるなど､私たち難病患者を取り巻

孟苦霊芸完若造豊憲才芸ht蓋品諾芸慧詰ま猛悪悪霊警宴讐警,'!,pf'ほぞ; ●
こうした難病対策の後退を跳ね返し､無病問題の啓蒙と難病対策の一層の充実を求める

ためのものです｡このマラソンにいろいろな形で参加することで全国の患者団体が地域
のき舌動を強めていますD　新たな号音動を進めるとき､地域の活動は､大きな支えとなるこ

とを､このマラソンの取り組みは私たちに教えています｡こうした意味からも､釧路支

部をはじめとする道東各支部の活動は､弟匪病連活動になくてはならないものとなってお
ります｡

現在､釧路支部は､自立センター｢さわやか釧路｣を開設し､患者の就労の場づくり
に取り組んでおります｡また､通院をサポートする｢通院介護センター｣にも取り組む

など､注目すべき活動に積極的に取り組んでおります｡これからも地域の患者家族の拠

り所として頑張ってください.今後の皆様の益々のご活躍を祈念申し上げお祝いのメッ
セージといたします｡

-8-



≡記念講演≡　　　釧路市教育長
山田　和弘　氏

『共に生きる』
-自然･地域･仲間-

メッセージ

● -たときのふなさまの衝撃､-､暮し`んは､と里に大変な思いr:pl,=のてしょうか｡
北薄速乾病ii劫FSを史郎のふなさまC　あるE7突然､原因r治漆法6-分からない病気と知

きっと､そん'.L･週給な運命を侃′JJ=ことてしよっ｡

ふなさまと同L'Efl粒を体験していない私てすが､ご家族や仲間のふなさまと子を取り

あって､一日-Elを大t別二生きてこられているJZ.なさまから､大きな勇気を与えられて

おI)王す｡ rlTbLEはL･鴨は､明ET王/=昇るo Lかし､今日がなけjlu･､明日は水ない｡｣

私も､いつも明E)を信じて､今日を精一杯生きてき/=ひヒ')てす､,

JLなさまて丈えあって釧路史郎が設立二〇周年｡私も､本E]を契規に､ふなさま(｡仲

粥だけて'J:く､広く地規の人での勤ましあい､削ナあえる俺しい釧路の王らにfiろtう､

少してもお手伝いしていきたいと思いますt,
一人の-車､それぞれの一歩ご　ふんなの-サ^

-′ー/■■r/-/-/-/-/-/-/■-/-ノ-′-/-′-/-/-,-,-/-/-,-′-/-/一･/-/-′-′■_/-′_/■

●

プロフィール

氏　　名

生年月日
出　身　地

職　　歴

趣　　味

活　　動

TJ　よ　だ　かで　LL　--)

山田　和弘

昭和1 7年1月1 9日

北海道釧路管内釧路町生まれ　昭和2 1年より釧路市に在1iI

昭和3 6牢　　　釧路市役所入庁

平成8年12月　釧路市教育委員会　教育長
山登り､歩くスキー､読富､

山′ト屋建設運営(屯田塾､らんぷのいえ自然学校)

まちづくり研究会､釧路食料備蓄高次加工基地研究会事務局
釧路国際技術協力推進会議事務局､等
ボーイスカワト活動､非行を犯した少年との友達活動を行う
｢BBS運動｣などで青少年の健全育成に尽rJe

現在は保護司として活mL､

1980年7月20Fl､私費を投じ､樫岸町太臥　豊受神社境内に｢山小屋ランプJ)

家｣ /i-rnrj凱屯田兵の厳しい開拓精神を受け継ぎ､屯田塾を主宰.電気も水道もない｢山
小屋｣体験を通し､家族の語らい､起業家梢神の醸成､遠路の旅人との語らい等様寸な
安らぎの椙として､無料で開放しているo又､ ｢こども屯EBSJ_L･ランプの寒自然学校｣

を開設､遊びの発見､自然との共生を身につりる体験中心のユニークな自然教室を実践
している｡

_q_



≡感謝状･贈呈者の横顔≡

◆　上田　　弘様
昭和51年1月23日　　発病､透析開始

昭和5 1年1 1月　　　　　釧路地方官友会設立に関わる｡平成3年3月まで

副会長､会長を歴任｡
この間､北海道腎赫病患者連絡協畿会幹事･運営委員
副会長を努める｡

昭和5 4年　　　　　　　井病連釧路支部設立準備会世話人として､力を尽くす0

割支部長･支部長を歴任｡昭和6 3年より今年3月まで､
北海道難病連理事の要職o

平成5年　　　　　　　　　難病連白糠･音別支部設立に尽力｡事務局長に就き､現

在に至るo

平成1 0年5月　　　　　　耗病連釧路支部･釧路地方腎友会共同自立事業センター

｢さわやか釧路｣設立準備会世話人代表として尽力｡

平成1 0年6月　　　　　　｢さわやか釧路｣代表､現在に至るo

過去23年間に亘り､道東地区患者活動の牽引力となり､且つ(財)北海道難病連理

事を歴任するなど､常に患者会の指導的役割を果たしてこられました0

◆　㈱藤プリント様

昭和3 6年6月1日　　　釧路市末広町9丁目1番地㈱藤田印刷所内に於いて､

孔版印刷､タイプオフセット印刷を業とする､藤タイプ
創立｡

昭和56年10月29日　綜合印刷工場に付､有限会社藤プリントに社名変更｡
平成3年10月1 8日　　釧路市栄町10丁目3番地同地番に於いて､ 3階建て

延床面積6 90. 228Hfの新社屋を建築｡

平成8年6月2 0日　　　株式会社-組紙変更､現在に至る.

･メッセージ

昭和5 8年､当時釧腎会会長でありました､上田様のご依婿による年賀状印刷を通して､

おつき合いがはじまりました｡以来､ 1 5年間にわたって､お互いのさまざまな取り組

みを通して､腎友全様と当社の年賀印刷事業を進めてまいりました｡
平成10年6月には､会の皆様の生きがい働きがいの場､ ｢さわやか釧路｣の設立に
あたり､印刷物作成の中でも､手作兼を中心とした業務を委託し､今日に至っておりま
すD

現在,どの業種もかつて経験した事がない厳しい状況の中､安定した仕事の確保を目
指し､当社もできうるかぎりご協力できる事は何か､常に考えてまいりたいと思います｡
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≡記念アピール≡

本日､ (財)北海道難病連釧路支部は設立20周年を迎え､ここに多

くのご来賓､関係者の方々と共に記念すべき式典に集いました｡

この20年間､私達は励まし合い､助け合いながら活動を続けてき

ました｡そして自治体･病院･協力団体･市民のご支援､ご理解のも

とに生きる勇気と希望を培いながら一歩ずつの歩みを踏みしめて参り

ました｡

●て宍至芸漂詣禁Q抱く道東の地の風土をこよなく愛し､歩み続け

●

しかし私達を取り巻く状況は､国の政策変革により残念ながら決し

て明るいものではありません｡この中にあって地域における患者活動

の担う役割は､重要なものと認識いたしますo

正しい療養知識の普及などと共に､この地域に住んでいて良かった

と云える環境づくりを切に願い､次の世代までもが安心して生きられ

る社会をと､訴えます｡私達の未来は単に私達だけのものではありま

せん｡家族や友人､そしてまた次の世代のためにあります｡

私達の一歩は小さなものですo Lかしその′｣､さな歩みの積み重ねの

向こうに､やがて大きなうねり-の可能性が秘められている事を信じ

ます｡

20年間､皆様と共に歩んできた歳月に深く感謝しつつ､明日から

またしっかりと手をつなぎ合いましょう｡

間近な2 1世紀社会､希望のために0

1999年1 1月6日

支部設立2 0周年にて
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≡基調報告≡

｢難病｣といわれる病気は､ 200種とも300種ともいわれてい

ますo

これらの病気は､原因が不明で治療法がない､というだけでなく､

肉体的苦痛､精神的不安､そして疾病のために働けなくなる経済的負

担など､本人はもとより家族ぐるみの困難に直面してしまいます｡

このような状況におかれた患者と家族が会をつくり､その病気の会

が集まって(財)北海道難病連を運営､その六番目の地域支部として

釧路支部は昭和54年に結成されました｡しかしこの20年間の歩み●

は､決して平坦なものではありませんでした｡当事者の活動故に直面

する難しさが常に山積している状況の中､ここに20周年を迎え感慨

ひとしおの念を抱きます｡

さて､近年私達難病患者を取り巻く国の政策は大変厳しいものとな

っておりますo　昨年からは､患者負担が実施され将来の不安を一層厳

しい現実として受けとめざるを得ませんでした｡日本は今､経済､行

政､福祉､医療の全てにおいて大きな変革の時期を迎えています｡し

かしながら大海に沈む小舟のように､私達はただ黙っているのではな

く､国の医療政策の後退をくいとめなければなりません｡

又,私達患者が日常生括のなかで切り離すことの出来ない.医療機

｢ゝ芋で:li喜. ;･ 7;.T:b-ミーて:F呈{_.T'- X一言:';-IJ ∴:I.1 :r､. :, :≡.-Lr.;'L_.i.I,:hl:... lく●

り､人として､安心して暮らせる地域社会の実現のため､心新たにこ

れからも活動を続けていくことを確信いたします｡
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編集後記

★　新年あけましておめでとうご

ざいます｡西暦2000年とい

う大きな赤目を迎え目榛を掲げ

た方も多いのではないでしょう

か｡

昨年は大きな行事として妊病

連釧路支部2 0周年記念の実施

や､長い月日をかけた日本一周

救助マラソン｡後縦靭帯骨化症

友の会の結成や､ ｢さわやか釧

路｣の活動も広がり､後月の方

々･協力してくださった方々の

苦労が報われる動きもありまし

た｡皆様本当にお疲れさまでし

た｡今年もたくさんの方との出

会いを粂しみにしていますので､

気軽に声をかけてくださいね｡

(野津)

★　毎年特別なことの出来ない年

でしたが､今年は2000年と

いう事で何か通ったことを一つ

でも出来たらいいなと思ってい

ますo

今年もよろしくお顔いしますD

(内山)

★　年末の大掃除もそこそこに2

000年を迎え､元旦にはうれ

しい年賀状が沢山届きました｡

｢みんなちゃんと届くように書

いてるんだなぁ. ･ ･偉いなぁ｣

出したい! !■

これが新年一番目の抱負ですo

(横木)

★　過熱報道のような感じさえ抱

いた2000年間屠D　大きな事

もなくホッ! !｡でも､少しず

つ備蓄したお水5 00㍍の消化

･ ･毎日ペットボトルを空

にするのが日殊です.

本年度東大のヰ業2 0周年も

無事に終わりホッI I

とカンシン､感心｡　　　　　　　　　　常様にとりましてもどうぞ使い

我が家は､住所番き､コメン　　　　一年でありますように｡

トを書き終えたのが元旦B

｢年賀状はやっぱり新年になっ

てからかかなきゃねっ事l｣と

寝不足の夫と苦笑い.
-今年こそ12月25日までに

28号は850拓発行です｡

(渡部)

I-･1 7つのスE)-ガン　･--･･HHH--･=

☆国と道は､原因の究明と治療法の確立を急いで下さいl

☆すべての難病の治療を公費負担にして下さい! I

☆介護手当の支給と通院交通費､付き添い費の補助を! !

☆患者､障育児者の教育の選択権を親と子に! I

☆医療過誤､薬害を無くし被審者救済を! !

☆北海道の総合的な弟珪病対策の確立を一日も早く! I

☆広く道民と手を結び明るい社会福祉を実現させよう! I

一癖
村岡法人　　　北海iX

難病連
-′-.-′-′-I-.-.-.-.-,･-1･ H S Kなんれんくしろ　-I-,-,-′-,-.---,-,-′-′

HKSなんれんくしろ　　羊28号　　　　　　　　　　　昭和48年　1月1 3日書三fliBq!抽せ可

格A･印刷　　さわやか珊J8　　　　　　　　　　　　　　平成12年　1月10日　先行/HSX通巻330号(毎月　1回10日先行)

別技市松汁rr9-2 0　To1 0154-25-2012　　　先行人　北海iL舟件P7着定XFl刊行物tB会1削IJ久弟子

(8 5 0書l印刷)　　　　　　　　　　　　　　　　　　札棋市中央区北9集古1 9TEl 5 5暮/Te1 011-622-5190

･13-


